
[[５５]]マイクロコントローラマイクロコントローラ
「梵天丸」を制御する部品「梵天丸」を制御する部品
「梵天丸」では、「まきもの」にしたがってセンサで周りを「梵天丸」では、「まきもの」にしたがってセンサで周りを
調べたりタイヤの動かし方を決めたりします。調べたりタイヤの動かし方を決めたりします。

「梵天丸」を人間に例えると「梵天丸」を人間に例えると

「頭脳」「頭脳」の役目をしていますの役目をしています

[[５５]]モータドライバモータドライバ
モータを駆動する部品モータを駆動する部品
左右のモータ用に２個装備しています。たくさんの電流を左右のモータ用に２個装備しています。たくさんの電流を
必要とする「モータ」を動かすために電流を増幅する必要とする「モータ」を動かすために電流を増幅する
役目をもっています。役目をもっています。

「梵天丸」を人間に例えると「梵天丸」を人間に例えると

モータとあわせてモータとあわせて「筋肉」「筋肉」の役目をしています。の役目をしています。

[[６６]]発光ダイオード発光ダイオード
センサの状況で光る部品センサの状況で光る部品
「梵天丸」では、赤外線受光センサで赤外線を感じた「梵天丸」では、赤外線受光センサで赤外線を感じた
ときに光るようになっています。ときに光るようになっています。

「梵天丸」を人間に例えると「梵天丸」を人間に例えると

「表情」「表情」のようなものです。のようなものです。

[[７７]]ディップスイッチディップスイッチ
「じゅつ」（プログラム）を切り替える部品「じゅつ」（プログラム）を切り替える部品
４個のスイッチの組み合わせで、「まきもの」の「じゅつ」を４個のスイッチの組み合わせで、「まきもの」の「じゅつ」を
切り替えるスイッチです。切り替えるスイッチです。

「梵天丸」を人間に例えると「梵天丸」を人間に例えると

「気分を切り替える」「気分を切り替える」役目をしています。役目をしています。

[[８８]]ピンヘッダピンヘッダ
プログラム書込器を接続する部品プログラム書込器を接続する部品
「梵天丸」にプログラムを入れる入口です。「梵天丸」にプログラムを入れる入口です。

「梵天丸」を人間に例えると「梵天丸」を人間に例えると

「梵天丸」に魂を入れる「梵天丸」に魂を入れる「ヘソの緒」「ヘソの緒」のようなもののようなもの

です。です。

梵天丸のしくみとパーツのはたらき梵天丸のしくみとパーツのはたらき

[[３３]]半固定抵抗器半固定抵抗器
流れる電流量を調整する部品流れる電流量を調整する部品
「梵天丸」③の１では赤外線発光ダイオードの電流量を「梵天丸」③の１では赤外線発光ダイオードの電流量を
調節し赤外線の強さを調節し障害物を発見できる距離を調節し赤外線の強さを調節し障害物を発見できる距離を
調節できます。③の２ではモーターに流れる電流を調整し調節できます。③の２ではモーターに流れる電流を調整し
左右のモーターの速度を微調整しています。左右のモーターの速度を微調整しています。

「梵天丸」③の１を人間に例えると「梵天丸」③の１を人間に例えると

「懐中電灯の明るさを変える」「懐中電灯の明るさを変える」の役目をしていますの役目をしています

[[２２]]赤外線発光ダイオード赤外線発光ダイオード
赤外線を発光する部品赤外線を発光する部品
「梵天丸」では、左右に２つ付いています。「梵天丸」では、左右に２つ付いています。
障害物に当たって反射した「赤外線」を「赤外線受光センサ」障害物に当たって反射した「赤外線」を「赤外線受光センサ」
で感じて障害物を見つけることができます。で感じて障害物を見つけることができます。

「梵天丸」を人間に例えると「梵天丸」を人間に例えると

「人間の持っている懐中電灯」「人間の持っている懐中電灯」の役目をしていますの役目をしています

[[１１]]赤外線受光センサ赤外線受光センサ
赤外線を感じて信号に変換する部品赤外線を感じて信号に変換する部品
「梵天丸では、左右の「赤外線発光ダイオード」から出た「梵天丸では、左右の「赤外線発光ダイオード」から出た
赤外線の反射光を受光します。赤外線の反射光を受光します。

「梵天丸」を人間に例えると「梵天丸」を人間に例えると

「目」「目」の役目をしています。の役目をしています。

「梵天丸（ぼんてんまる）」とは「メカトロで遊ぶ会」が開発した教育用ロボットです。
ワンチップのマイコンを搭載した自律型二輪駆動ロボットで，単3乾電池4本で動
く省エネ設計です。 左右に１個づつ付いている赤外線LEDが交互に出した赤外線
の光を，受光ユニットで受けることで障害物を見つけるしくみになっています。
「目」が1個だけなので独眼流正宗の幼名をいただいて「梵天丸」と名付けました。

ロボット梵天丸 VER5ロボットロボット梵天丸梵天丸 VER5

自律型移動ロボット/梵天丸 メカトロで遊ぶ会/ＮＥＣネットイノベーション

ＮＥＷ

梵天丸Ver3からの改良点
・基板がブルーになってチップ部品になりました。
・センサーが変更となり、まきものプログラムが
変わりました。

・基本性能/プログラム仕様は変わりません。



○ロボット梵天丸やメカトロで遊ぶ会についてのお問合せ先

メカトロで遊ぶ会

http://www.inrof.org/TORO/

e-mail：meka@toro.inrof.org

○梵天丸キットの購入についてのお問合せ先およびプログラム・マニュアルのダウンロード

ＮＥＣネットイノベーション

http://www.necnet-inn.com/infomation/education/bonten.html

e-mail：bonten06@nni.jp.nec.com

TEL：022-227-3508 FAX:022-227-3509（土・日・祝祭日休業、営業時間 8:30～17:00)

住所：〒980-0811仙台市青葉区一番町1-10-23（TM小田急ビル）

まきもの（専用言語windows用）使用言語

赤外線（ＴＶリモコン用）センサ

独立二輪駆動駆動方式

Microchip社 PIC16F648ACPU

130(W)ｘ68(H)ｘ160(D)mm外形

Ｂ１０型番

●主な仕様 ※注意事項

・まきものはWindows専用です。(Windows2000/XP/Vista/7用）

・プログラムと説明書は下記ホームページからダウンロードできます.

・パソコンと接続するUSBケーブル(miniB)は別売です。

・書込みのためにUSBドライバをインストールする必要があります.

・製品の仕様およびデザインは改良のため予告なく変更することが
あります。また、カタログと実際の商品の色は異なる場合があります。

梵天丸に自分でオリジナルの命令（プログラム）
を書込みするＲＯＭライタです。専用言語（まき
もの）で簡単に作成できます。WindowsのＰＣと
ＵＳＢケーブル(minib:別売）が必要です。

※下記注意事項もご参照ください.

USB書込み器(ROMライタ）

(3)梵天丸 ＲＯＭライタ B10/U

電子回路の部品をすべて自分で組み立て（は
んだ付け）するキットです。基本機能は完成キッ
トと同様です。

(2)梵天丸 基板未完成キット B10/M

オープン価格（下記へお問い合わせください。）価格

電子回路基板に部品がはんだ付けされた状態
のキットで、ギアやタイヤ等のメカ部を組み立て
るキットです。ＰＩＣには基本プログラムが書込み
済みですので障害物を避けていく「逃げる」と反
射する光についていく「カルガモ」で遊べます。

説明

完成品

(1)梵天丸 基板完成済キット B10/E

写真

名称 型番

●キットの構成

●「梵天丸」の制御言語「まきもの」
「梵天丸」には小さなコンピュータ（マイクロコントローラ）がのっています。

オプションのＲＯＭライタでコンピュータに命令を与えると「梵天丸」はその命令を順番に実行してくれま
す。この「梵天丸」を動かすためのプログラム言語（ことば）を「まきもの」と呼びます。

この「まきもの」はひらがなと数字で命令を記述するなど小学校高学年でも理解できるように工夫され
ています。

○ 「まきもの」は「だん」の集まりの「じゅつ」から構成されています。

○ 「まきもの」には、いくつかの「じゅつ」を書くことができます。

また「にげるのじゅつ」と「かるがものじゅつ」はあらかじめ入っています。

●「だん」について
○ 「だん」はプログラムの一番小さなかたまりです。

○ 「だん」の中には「こうどう」と「じょうけん」を書きます。

「だん」の例

：はじめのだん 「だんめい」・・・「だんめい」は前に「：」がつきます。

ぜんしん 「こうどう」・・・・「こうどう」を指定。この例では前進します。

「じょうけん」・・「じょうけん」が合うまで「こうどう」を続けます。

まえだ：２のだん 「つぎのだん」・・「じょうけん」が合うとつぎのところへいきます。

※つまりこの例では「前に障害物があるまで前進し続けなさい。もし前に障害物があれば、２のだんへ
いきなさい。」という意味をもっていることになります。

●「じゅつ」について
○ 「だん」を集めたものを「じゅつ」と呼びます。

○ 順番に「だん」の命令を実行していきます。

「じゅつ」の例

＃１のじゅつ

：はじめのだん

ぜんしん

みぎだ ：１のだん

ひだりだ ：２のだん

：１のだん

ひだりまわれ

！みぎだ ：はじめのだん

：２のだん

みぎまわれ

！ひだりだ ：はじめのだん

※障害物を避けながら走り回るじゅつ

前進し続け右に障害物があれば左に
まわり障害が見えなくなればまた前進
します。また左に障害物があれば右
にまわり障害が見えなくなればまた前
進します。

●「まきもの」のつくりかたと書込み方

●へんしゅう
「まきもの」を自分で自由に作ったり、前に作ったものを直し
たりすることができます。「こうどう」「じょうけん」「だんめい」の
ボタンをおすとたくさんの命令が出てきます。それを選ぶだけ
で簡単にプログラムできます。付属のサンプルプログラムも利
用できます。出来たプログラムは「しまう」をおして保存します。

●「ほんやく」
「ほんやく」のボタンを押してみましょう。「まきもの」でつくった
プログラムの中身が「梵天丸」がわかる機械のことばに「ほん
やく」されます。画面に「ほんやく」されていく様子が表示され
ます。

●「書き込み」
「ほんやく」した「まきもの」の中身（機械のことば）を「梵天丸」
に覚えさせます。「梵天丸」とパソコンを専用のＲＯＭライタで
つないで「かきこみ」ボタンを押すと「まきもの」を「梵天丸」へ
わたしてくれます。これで「梵天丸」はきみの作った「まきもの」
にしたがって動いてくれます。


